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1日 :2月 26日 9p

於 新 高臨プリンスホテル 国際館パミール「毘嵩」

くコーヒーブレイク>

◎記念湊妻会

航空自制欧悦空中央音楽隊とWE3

◎フォーラム

テーマ 「1

◎司会

◎本会陰・点鐘

◎国歌斎唱

米国 (グアム)=サイパン ミ クロネシア パ ラオ

日本

◎回―タリーソング 「我らの生抱 斉唱

伴奏 :航空自衛隊航空中央音楽隊

◎RI会 長代理 来受紹介   力 ナヽー 鈴木 正 三

◎参加クラブ紹介

◎物蔵会長 (36名 )に 対する黙祷

OO周 年へのプロロータ

いま、チャレンジのとき」

パネラー 海 沼美智子

パネラー 坂 本 旦 子

パネラー 杉 本 白 子

パネラー 康 瀬可世子

インタビュアー 剖 ‖ 精 ―

インタビュアー 重 町 澄 子

ガバナー 鈴 木 正 三

モ 訓 1  輛 寄

一 。
I B r  通 年 子

舟 い 鈴木 正 三

◎歓迎の言葉

◎ル ナ`ー接拶

ホストクラブ会長 曽 我部岩雄

ル ミナー 鈴木 正 三

◎RI会 長代理挨拶ならびに現況報告

RI会 長代理 千  玄 室

◎特別功労表影

服引曜隊郎 (東京銀座RC)

◎御詰話 「日本とトルコについて」

三笠宮寛仁親工殿下

◎閉会点鐘

2日 :2月 27日 は〕

◎司会

◎本会議・点館

◎目歌斉唱

割 |1 揺吉 ・竹内 陶 子

ガ′ヽナー 鈴 木 正 三
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[例会日〕●毎適水曜日1230 ● 月の最終例会ie 30

[会 長 ]大 松前二 [群  事 】題本吉文

〔クラブ会報委員長]示 尾赤盛 団 委員長]正 房正孝
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米国 (グ7ム )・サイパン・ミクロネシア・パラオ・

日本

◎日―タリーツング 「我らの生抱 斉唱

伴義:航空自衛隊前空中央音楽隊

◎RI会 長代理所感   RI会 長代理 子   玄 室

◎国際大会PR       PR部 長 坂 部 慶 夫

◎次期地区大会ホストクラブ会長接拶

◎閉会の言葉

◎閉会点塵

東京港南RC会 長 東   正 第

大会実行委員長 木 村 篤 人

ガバナー 鈴 木正三

◎RI会 長代理・来費紹介

◎ガバナー接拶・現脱報告

が ナー 鈴 木 正 三

ル ナヽー 鈴 木 正 三

◎各種委員会報告

登録委員会  委 員長 大 会登録委員長 日野  ―

第1日登録 2602名

第2日登録 1263名  総 邸離  3,870名

侶任状委員会 委 員長 パストル ナヽー 松 崎 勝―

選挙委員会  委 員長 ′畝 トル ナヽー 加 来 浩 二

― 員会  委 員長 パストカ ナヽー "1尻 政 輝

◎大会決議案深択      力 ナヽー 鈴 木 正 三

◎が ナーちエレクト接拶

力 ナヽー =エレクト 仲 回 順 和

◎ガバナー ノ ミニー挨拶

ル ナヽー ノ ミニー 市 川伊三夫

◎記念事業の目録贈勤 び記念品贈皇

千 玄 室RI会 長代理 =松崎直前力 ナヽー

R財団 =米山奨学会・バギオ基金

◎記念議演
「プロジェクトx ～ 私の出会った携職着たち～」

講師 i   NHKエ グゼクティブアナウンサー

目井 雅比古

L■l サ, IE比亨f氏

NHKTク セクテ″フアナウンサー

1949■ 出黎卓年まイせ

日立来R学 曇大学Fll属高夜を経て

東京大,事 業

i9夕3年NHKttB

「ブロジ■クトX,) 戦ヽきたrrどの

キャスターなどを務めている

(国陶贈パミーリレ「JLRJ)

※束儀秀樹氏 東 京銀座RC入 会

く懇 親  会 >

司会 日野  ―

司会 神 回  紅

力 ナ`ー 鈴 木 正 三

ガバナー ノ ミニー 刊 11伊三夫

親◇

<昼   食 >

◎コンサート

東儀秀樹配念浸奏会

◎開要

◎力 ナヽー接拶

◎乾杯

錦

◎閉会挨拶
「手に手つないでJ

◎出席報告

会員総数

出席義務考欺

出席者数

匁市者数

出席率  59

欠 席 者 藤原

守

」ヽ林

晦

イヽ日

高木

補填MU「 無し

地図幹事 並 木 光 治

43名

42名 (出席免除者 2名)

25名

17名 停 諭 江UO名 )

52%

正範 萩生H茂 夫、絵垣  昭 、

行慶 加 藤喜二郎、JL■l 均 シ、

正 小 泉  博 、1城  章 員、

正孝、宮村  宏 、根木 泰 守、

泰機、菅井 信 大 潮   昇

il光 高 野 範 城

隈



″ ・/1グス漆 々のなた′ 姥 た フ

ホー′叫ょ、ウォリングフォード高校を卒業すると上級

学校への進学を望んでいナ■ 祖父は、ボールの希望を人

れて学費の面倒をみると言つてくれた.

祖父は教育について高道な見談を持っていて、ボール

の知話歓が口盛なことについては、高いHT mをしてくれ

ていたようだつナ■

ホールが心に秘めていたことの一つは 祖 父に対する

不変の愛だった それ!普圧父t,うすうす感じていたよう

だった ポールはいろいろ悪戯もしたが、時には、居間

のストーブの脇ですすり泣いているれ父の膝の中に飛び

込んで、慰めてあげることもあつたtそ のような時、祖

父はとても痛しそうだつた.

″・′lr/Xを麦々のBた ′ ZrF″

急な知らせで帰ったホールは、祖父の死について次の

ような話を聞いた

祖父は、冬の早朝の日課だった雪ほきから回那を引い

て帰ったが、その夜はいつもの時間にベントに入つた.

しかし、翌朝はいつもの時間に日を覚まさず、祖母は祖

父のま遣いの荒いことに気づいたcイ乱資は昏々と眠り続

けていたので 祖母は日が昇ると直くヽこジョーカ由父さ

んに電報を打ったc知 らせを受けた伯父さん成馬権を卵

って力ヽ すつけ祖父を診祭した結果、「バ″対ま肺炎らしいが

甘段から身体が★大な人だから 早 く良くなって貰える

と良いんだが.兎 t)角、経過を見ましょう 峠 は今ltで

しよう」と祖母に告げた 急を聞きつけ迦〒の人々も代

わる代わる解けつけて祖父の病状を心配したぅ

その日の午後、再び、メリー伯母さんを伴って訪れた

ジョー労白父さんは祖父を高度診祭したが、夕刻、ポー

ルの両親をはじめ近規者に電報を打つよう指示した.急

の知らせを受け、規族や迎所の人とが取る物も取りあえ

切町けつけて祖父の回復を祈りながら見守ったが、ジョ
ーイ白父さんは遂にとを投げンと

伍父の弊式は簡単だつた 献花は仰寺も台所と食生の

窓に飾つてあつた ゼ ラニウムの鉢植えだけだつたt牧

師さんは要領よく祖父の栂啓を紹介し、ヨングリゲイシ

ョナル教会市品のテナーのハーラン ス トロング ツ ブ

ラフのカール し リアードとその姉で未亡人のメリー

クレッグホーンの3人で、賛美軟228喬 「妙なる道じる
べの光よJそ の他以前何十回も歌ったことのある宝喝歌

を合喝した。伴奏はなかった,

埋非を済ませ鉾伐が滞りなく終わった後、祖父の遺言

状が開封され そ の読み手はボールが指名されたt遣 言

には財産を■分得すること、 i分 の一は無条件でメリー

伯母さんへ 三 分の一はジョージ伯父さんに信託してホ
ールの父が生涯の受益者になること、なる三分の一は祖

母が自由にできること た だ TII母の希望によってはボ
ールの今後の教育費に使ってもよいと書いてあった.周

岡はメリー伯母さんとホールの父とポールがrHl格に扱わ

れると思っていたので驚いていたが、ポールの父は遺産

をジョージイ白父さんに信託されてひとり不満だつた.無

能だということで而日を失ったホールの父はひどく悲し

そうだつたが、ボールは、千R父が晩年 居問の安対 年十

でそのことに心を悩ませ涙していた姿を思い出した.

(ヨーナー担当 ,赤lt 木雄)

ところが後年になって、ボールは

祖父母の信頼を裏切つて失望させる

ようなことをやったこブラック リ

バー ア カデミー バ ーモント|を章

教半学校、バーモント大学やブリン

ストン大学でのポールの学均技績は

当時の関喬な舞≧に興味が持てなか

つたこともあつて、並み以下だつたt

文宇、Lr手、歴史 人 文科学や社会

科学は重要には違いないが、ボールは訳外活動、特に反

抗的で法律を無視するようなhl向の油動から得るところ

が大だと考えていた〔

先生の中には、ボールが強烈な印象を受けた)せ物力Y可

人かいた ′ミーモント睦軍教事■校のスプーナー明と
′ミーモント大学の人ティ教授 (ヘット爺さん)、そしてイ可

と言つてもプリンストン火羊総長を数年間勤めてからウ

ンドロウ ウ イルツン大学に軸■されたジェイムス マ

シヨッシ博士だったてェジンバラ、グラスゴーとベルフ

ァースト大学を経て来任されたこの著名な教育者から論

理学と心理学を学んだことは非常に幸達なことだった.

博士は |ジミーJの 安称でひたしまれ 博 士の後ろ姿や

身のこなし1組 父そっくりだった

プリンストン大学在宇中の冬のある寒い日のこと ジ

ョージ伯父さんから電報が来と 「祖父に会いた|十れば、

直ぐ帰れ_.ボールはその意味が読めたので 取るt)の1,

取りあえt汽 車に乗り、ニューヨークで北国行きに乗り

換えた.

汽車が懐かしい谷間に入ると 寒 々として格京たる風

景に移り変わり、その役方に葬,1が連なるのを見てボー

ルは不吉なつまがした.ウ ォリングフォード釈のプラッ

トホームに降り立った時、プレストンという名の少年が

駆け帯リ ボ ールは純父の死を告げられた

(コーナー担当 !赤lt 木 雄)



『ロータリ■輸則   入 門編

私の回―タリー体験―その1

高野孫左工門悌 2620地区DPCl

私なりに私が今感じているもの、或▼Hま私自身がロータ

リーとどういう関わりを今まで持ってきたかということ

の紹介をしながら 皆 さんにロータリーを考えていただ

きたいと思いま丸 198283年 度が第 2620地 区(山梨

静岡県)のガバナー年度でした 私がそれまでの約 20年

近いロータリアンとしてロータリーを感じていた時と、

何かロータリーに対する理解というか、何かロータリー

がこういうものだったかということを自分で体得する大

きなalltになったチャンスでありまし亀 ガバナーとい

う仕事、これは個人が受けた米誉とかとは月Ⅲこ、多分ロ
ータリー世界の中ではロータリーをFt lの形で味わい直す

大変人事なチャンスを与えられた一人であろうと思いま

iま た今年度の6月までの3年間、RIの 拡大委員を、

また 15年 間「ロータリーの友Jの編集委員長をさせて頂

く中でのロータリー感と 拡 大委員という立場を通して

ロータリーの醍醐味を味わわせていただいたことを整理

してお話しいたしまi

そこで総櫛
/」こ感じることは、我々はロータリーの知識

が一杯話まった高科事典のようなロータツアンを作ろう

としているのではなく、むしろ人間としての豊かさ、説

実さ、人間らしさ、こういうものが光るようなロータリ
ーというグルース いわばそのボランタリーなアツシエ
ーションが一人一人の人間を燿かしい顔で活かしていく

上に実に見事な支えにロータリーがあると確信していま

す、

キリスト教には聖典があるとよく言いまi じ ゃロータ

リーはどうだろうかと、私はロータツーはその聖典がな

いのがロータリーだと思っています。ロータリーは人を

規制し、人を作の中に入れる、そういうカレープではな

いと思いまi我 々は、ロータリーの先輩がその自動や

言行の中で、我々をゆり動力寸或い向ま動を与えるよう

なもの、それは実に沢山ありますが、それを問来るだけ

皆で触れてその感動を受け止めるべきだと思いまi同

時にその中コ■を選銅 こ従うかということは、ロータ

リーの正にボランタリーな選択以外にないと思いま,■

ロータリーが本当に魅力のある団体であり、ロータリー

が活力のあるアツシエーションとし■動く時には、こう

したファジーなものでなければならないと思いま丸 そ

ういう方達が集まりながら、そのボランタリーの選択に

耐え得る先輩としての、或rwま伸専者としてのロータリ

アン像が、それぞれのクラブの中1こ、地区の中にどれだ

け蓄積されているかということが、ロータリーの魅力で

あり指導力でありま丸 更にはロータリーの将来に向か

って拡大、発展させる力ではないかということを私はこ

の頃感じていま丸  1993年 RC研 究会資料から

(コーナー担当 :遠藤  よ F)

★「ロータリーの友」拾い読みコーサー☆

2月号 く 言いたい聞きたい>よ り
“
標準会員数制

'の
導入を提案する一貫と量の公平化

名寄RC 坂 真 正美 氏

篠 251Xl地区 1鵬  控 営コンサルタント)

戦略に欠けた、従来の画一的な会員増強 拡 大運動が、

大都市圏の努力不足を生み、これを、弱小な地区および

クラブの異常な努力によって補うという結果を招いてい

まi

現在の日本の人口から試算すれば 国 内34地 区を平均

すると、1,189人 につき 人 の会員が、見方を変えると

人口 1万人に対し、会員 841人 の会員がいることにな

ります.

ここでは前者を 「クラブ標準会員乳 、後者を 1地区標準

会員数Jと 仮に定義しまi

さて 国 際ロータリー日本事務局奉仕室提供の資料 (9

月期 0に よれば、増,影手力 1位の第 2800地 区 (HI

形県)567人 に対して一人の会員、標準会員数 1,046人

に対して、会貞は2)195人でi
一方、34位 の2580地 区 僚京都 市 側黒)で は2,C60

人に対して 1人 標準会員数6,578人に対して、会員は

3,797人 しかおりませんt国 内人口の574%を 占める、

日立15地 I合 言1標準会員教への不足数が、実に 10,600

人でiク ラブ間格差では、さらに顕者になりま丸

私の知る頭著例は、人口1∞ 人当リー人、標準会員数二

人に対し会員25人 でi増 強努力第2位 の第2500地 区

(北海道東翻9で は、会員一人当り人口21Xl～500人 が

主流でi」 司では、会員1,的0人以上につき会員一人

というクラブが多数あり、しかもその大部分が、大都市

圏クラブで丸

会員権利 ・義務の平新司輔 呆として、弱小クラブカ【

国際ロータリー (RI)等 の人頭割賦課徴金の重荷にさ

いなまれる現快は、見逃せまtに 、国内組織喫算の課題

は、)鵡 市圏のクラブカ【標準会員数を追文確保するこ

とで丸 同時に、弱小クラブの連吉を助けるために、標

準会員超過員数分の賦課金をカットし、それを地域奉仕

活動に、活用させて欲しいので'■

最終的には、クラブヘのメJ伸 損螺 金は、上記の標準会

員数を基に課せられるべきでありま汽 たとえ会員の自

主行為といえども、ロータリー財団寄付金 米 山奨学金

寄付についても、標準会員数を念頭に置き、各クラブの

努力結果を、評価すべきではないでしょう力十

(コーサー担当 !に房 に 孝 高 木 淳 光)


